
総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　

獅
子
野
真
人

経
済
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

黒
川
　
昭
治

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

亀
井
　
芳
樹

●�

議
第
57
号
　
多
治
見
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ

い
て

　

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
光
電
池
設
備
の
軽
減
割
合
に
つ
い

て
、
本
市
が
国
の
参
酌
割
合
（
2
分
の
1
）
で
は
な
く
3
分
の

1
を
選
択
し
た
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
本
市
の
第
4

次
環
境
基
本
計
画
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
と
り
わ
け
太
陽
光
発
電
の
導
入
促
進
を
掲
げ
て

お
り
、
そ
の
方
針
に
沿
う
た
め
最
高
軽
減
割
合
を
採
用
し
た
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
69
号
　
物
品
供
給
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

救
急
車
の
増
車
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
令
和
7
年

度
の
救
急
出
動
は
5
8
8
5
件
で
、
5
台
同
時
出
動
に
よ
り
次

の
救
急
を
受
け
ら
れ
な
い
時
間
が
年
間
延
べ
約
9
1
0
時
間
発

生
し
て
い
る
。
特
に
昼
間
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
令
和
9
年

度
か
ら
日
勤
救
急
隊
を
新
設
し
、
6
台
体
制
で
対
応
す
る
計
画

と
し
た
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
名

審
査
結
果

議
第
57
号
多
治
見
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
第
63
号
多
治
見
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い

て

議
第
69
号
物
品
供
給
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

●�

議
第
61
号
　
多
治
見
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

　
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、
現
場
で
は
雰
囲
気

に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
が
変
わ
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
雰

囲
気
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。」
と
の
質
疑
が

あ
り
、「
職
員
が
常
駐
し
て
相
談
し
や
す
く
す
る
。
我
々
か
ら

も
声
掛
け
し
て
、
利
用
し
や
す
い
雰
囲
気
を
醸
成
し
て
い
き
た

い
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
62
号
　
多
治
見
市
陶
磁
器
意
匠
研
究
所
使
用
料
及
び
手

数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

　
外
国
人
研
究
生
へ
の
入
所
・
生
活
支
援
に
つ
い
て
、
今
ま
で

無
償
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
こ
の
金
額
の
妥
当
性
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、「
こ
れ
ま
で
の
支
援
は
規
定
が
な
く
、
曖
昧
な

形
で
時
間
と
労
力
を
か
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
が
、
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
に
変
え
る
も
の
。
金
額
は
、
陶
磁
器
意

匠
研
究
所
職
員
の
時
間
単
価
を
も
と
に
積
算
し
、
平
均
単
価
約

2
2
0
0
円
、
1
か
月
当
た
り
5
時
間
支
援
す
る
と
月
約
1
万

円
、
年
間
12
万
円
と
し
た
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
名

審
査
結
果

議
第
61
号
多
治
見
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
第
62
号
多
治
見
市
陶
磁
器
意
匠
研
究
所
使
用

料
及
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
に
つ
い
て

●
議
第
75
号 

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
デ
ー
タ
消
去
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
回
収
時
に
学
校
で
初
期
化
を
行
い
、
契
約

業
者
へ
の
引
き
渡
し
後
に
業
者
で
も
デ
ー
タ
を
消
去
す
る
と
い

う
二
段
階
で
の
消
去
を
行
い
、
契
約
時
の
仕
様
に
基
づ
き
デ
ー

タ
消
去
証
明
書
の
発
行
を
求
め
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
売
却
に
係
る
指
名
競
争
入
札

の
基
準
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等

の
再
資
源
化
促
進
法
な
ど
の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
ま
た

は
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
製
造

事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
本
市
の
入
札
参
加
資
格
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
本
市
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ

以
上
の
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
端
末
の
再
資
源
化
、
デ
ー

タ
消
去
を
実
施
し
た
実
績
が
あ
る
こ
と
を
条
件
に
4
社
を
指
名

し
、
2
社
が
応
札
し
た
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
名

審
査
結
果

議
第
59
号
多
治
見
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
第
72
号
第
８
次
多
治
見
市
総
合
計
画
基
本
計

画
を
変
更
す
る
に
つ
い
て

議
第
75
号
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

常任委員会審査概要

常
任
委
員
会
審
査
概
要

議
会
の
情
報
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、

4
つ
の
常
任
委
員
会
で
の
審
査
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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常任委員会審査概要

●�

議
第
64
号
　
令
和
8
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）（
所
管
部
分
）

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
充
当
方

針
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
交
付
金
を
可
能
な
限
り
使
い
切

る
考
え
だ
が
不
執
行
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
仮
に
不
執
行

分
が
出
た
場
合
は
市
民
が
直
接
利
用
す
る
学
校
、
保
育
園
、
幼

稚
園
な
ど
の
施
設
の
電
気
代
支
援
に
充
て
る
可
能
性
が
あ
る
一

方
で
、
本
庁
舎
は
条
件
を
満
た
さ
な
い
た
め
対
象
外
で
あ
る
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
過
年
度
返
還
金
（
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
）
の
返
還
が
判
明
し
た
経
緯
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

「
笠
原
小
中
学
校
建
設
決
定
時
点
で
既
に
整
備
済
み
の
設
備
や

令
和
4
年
設
置
の
網
戸
が
返
還
対
象
と
な
る
こ
と
を
市
は
認
識

し
て
お
り
、
国
と
の
協
議
を
経
て
返
還
額
が
確
定
し
た
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
庫
補
助
金
等
の
返
還
再

発
防
止
策
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
当
時
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
集
団
感
染
へ
の
懸
念
が
強
く
必
要
な
事
業
と

判
断
し
た
も
の
の
、
返
還
は
全
額
で
は
な
く
7
割
弱
で
あ
り
、

残
り
は
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
有
効
で
あ
っ
た
。」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
64
号
令
和
8
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）（
所
管
部
分
）

原
案
可
決

●�

議
第
64
号
　
令
和
8
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）（
所
管
部
分
）

　
道
路
改
良
事
業
費
の
明
和
町
1
交
差
点
南
側
の
渋
滞
緩
和
を

目
的
に
車
線
を
増
や
す
工
事
に
つ
い
て
、
工
事
中
の
歩
行
者
の

安
全
確
保
策
や
渋
滞
の
改
善
効
果
に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
、「
施

工
業
者
が
確
定
し
た
際
に
は
、
施
工
計
画
を
綿
密
に
打
ち
合
わ

せ
、
誘
導
員
配
置
な
ど
安
全
な
歩
行
者
通
行
が
で
き
る
よ
う
に

配
慮
す
る
。
設
計
段
階
で
の
予
想
効
果
は
、
交
通
負
荷
を
表
す

数
値
が
、
現
在
の
1
・
3
1
3
か
ら
0
・
6
5
7
と
な
る
想
定

で
あ
る
。
道
路
容
量
が
交
通
需
要
を
満
た
し
て
い
る
判
断
基
準

0
・
7
を
下
回
り
、
渋
滞
は
解
消
さ
れ
る
と
判
断
し
て
い
る
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�
議
第
67
号
　
令
和
8
年
度
多
治
見
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）

　
下
水
汚
泥
の
堆
肥
化
に
つ
い
て
、
新
た
な
受
け
入
れ
見
込
み

先
施
設
へ
の
運
搬
費
用
に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
、「
現
在
の
瑞

浪
市
へ
搬
出
し
て
い
る
コ
ス
ト
と
比
較
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
変

わ
ら
な
い
金
額
で
処
理
や
搬
出
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
64
号
令
和
8
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）（
所
管
部
分
）

原
案
可
決

議
第
67
号
令
和
8
年
度
多
治
見
市
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

●�

議
第
64
号 

令
和
8
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）（
所

管
部
分
）

　
高
齢
者
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
支
援
事
業
費
に
つ
い
て
、
補

助
対
象
の
高
齢
福
祉
事
業
所
の
定
義
と
市
内
事
業
所
数
に
関
す

る
質
疑
が
あ
り
、「
高
齢
福
祉
事
業
所
に
は
、
居
宅
介
護
や
訪

問
系
・
通
所
系
の
事
業
も
含
ま
れ
て
い
る
。
市
内
の
事
業
所
数

は
約
1
7
5
事
業
所
で
あ
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
民
生
費
の
物
価
高
騰
支
援
事
業
の
補
助
対
象
と
な
る
費

目
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
指
定
管
理
者
は
燃
料
費
お
よ
び

光
熱
費
を
対
象
と
し
、
そ
れ
以
外
の
事
業
所
は
事
業
所
の
区
分

別
に
補
助
額
を
定
め
て
支
給
し
、
使
途
は
特
定
し
な
い
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
小
学
校
管
理
費
お
よ
び
中
学
校
管
理
費
に
お
け
る
L
P
ガ
ス

供
給
設
備
調
整
機
器
な
ど
の
交
換
修
繕
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、「
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
と
調
整
機
器
の
取
り
替
え
で
あ
り
、
ガ

ス
を
止
め
て
機
器
の
修
繕
を
行
う
た
め
、
子
ど
も
た
ち
に
影
響

を
及
ぼ
す
心
配
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
交
換
基
準
や
対
象
に

な
る
学
校
数
に
つ
い
て
、
法
令
に
よ
り
使
用
期
限
は
7
年
間
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。
小
学
校
7
校
、
中
学
校
4
校
の
取
り
換
え

を
予
定
し
て
い
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
64
号
令
和
8
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）（
所
管
部
分
）

原
案
可
決

議
第
65
号
令
和
8
年
度
多
治
見
市
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

議
第
66
号
令
和
8
年
度
多
治
見
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

第
１
分
科
会（
総
務
常
任
委
員
会
所
管
）

第
1
分
科
会
長　

獅
子
野
真
人

第
２
分
科
会（
経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
）

第
2
分
科
会
長　

黒
川
　
昭
治

第
３
分
科
会（
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
所
管
）

第
３
分
科
会
長　

亀
井
　
芳
樹

予
算
常
任
委
員
会

委
員
長　

若
尾
　
敏
之

14たじみ議会だより　―市民の声を形に―



常任委員会審査概要・９月定例会の予定

●�

議
第
64
号
　
令
和
8
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
予
算
（
所
管

部
分
）

　

新
本
庁
舎
建
設
事
業
費
に
つ
い
て
「
Z
E
B 

R
e
a
d
y

認
証
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
本
庁
舎
建
設
に
脱
炭
素
化

推
進
事
業
債
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
負
担
は
ど
の
程
度
減
る

の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
係
す
る
設

備
が
対
象
と
な
り
、
基
本
設
計
の
段
階
で
は
建
物
で
73
億

7
0
0
0
万
円
程
の
概
算
建
設
費
の
う
ち
の
9
億
円
程
が
対
象

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
脱
炭
素
化
推
進
事
業
債
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
対
象
事
業
費
の
90
％
の
半
分
の
50
％
が
交
付
税

措
置
さ
れ
る
た
め
、
9
億
円
の
う
ち
90
％
に
あ
た
る
8
億

1
0
0
0
万
円
が
起
債
対
象
と
な
り
、
そ
の
う
ち
の
半
分
、
お

よ
そ
4
億
円
強
が
交
付
税
措
置
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
坂
上
倉
庫
、
笠
原
消
防
会
館
の
改
修
費
用
お
よ
び

公
用
車
駐
車
場
の
費
用
は
、
全
体
で
幾
ら
に
な
る
の
か
」
と
の

質
疑
が
あ
り
、「
坂
上
倉
庫
、笠
原
消
防
会
館
、専
用
車
駐
車
場
、

都
市
計
画
道
路
予
定
地
（
仮
称
）
白
山
豊
岡
線
の
公
用
車
駐
車

場
の
費
用
全
体
で
3
億
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
公
用
車

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
現
場
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
費

用
は
8
0
0
0
万
円
程
度
と
考
え
て
い
る
。」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
64
号
令
和
8
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）（
所
管
部
分
）

原
案
可
決

第
4
分
科
会（
本
庁
舎
建
設
に
関
す
る

特
別
委
員
会
所
管
　

）

第
4
分
科
会
長　

石
田
　
浩
司

９月定例会の予定
8月19日（水）　本会議（招集～提案説明）

  　28日（金）　本会議（質疑～委員会付託）

  　    　　　　 予算常任委員会（分科会付託）

  　    　　　　 �決算特別委員会（正副委員長の
互選～分科会付託）

  　31日（月）　�決算特別委員会（第１分科会（総
務常任委員会所管）：質疑）	 
※午前９時開始

9月  1日（火）　�決算特別委員会（第２分科会（経
済建設常任委員会所管）：質疑）
※午前９時開始

  　  2日（水）　�決算特別委員会（第３分科会（教
育福祉常任委員会所管）：質疑）
※午前９時開始

  　  3日（木）　�決算特別委員会（予備日） 
※午前９時開始

  　  7日（月）　総務常任委員会

  　    　　　　 �予算常任委員会第１分科会（質疑）

  　  8日（火）　経済建設常任委員会

  　    　　　　 �予算常任委員会第２分科会（質疑）

  　  9日（水）　教育福祉常任委員会

  　    　　　　 �予算常任委員会第３分科会（質疑）

  　10日（木）　本庁舎建設に関する特別委員会

  　    　　　　 �予算常任委員会第４分科会（質疑）

  　11日（金）　�決算特別委員会（分科会長報告（質
疑）～議員間討議～討論～表決）

  　14日（月）　委員会（請願予備日）

  　16日（水）　本会議（市政一般質問）　

  　17日（木）　本会議（市政一般質問）　

  　    　　　　 ��予算常任委員会（分科会長報告（質
疑）、議員間討議、討論、表決）（※）

  　18日（金）　本会議（市政一般質問：予備日）

  　28日（月）　本会議（委員長報告～表決）

＊会議は、開始時間の記載がある場合を除き、午前10時からです。
＊提出議案等により、委員会の開催予定日が変更になることがあります。
＊�一般質問当日の質問順位は、あらかじめホームページでお知らせします。なお、各議員は質問順位にしたがっ

て一般質問を行うため、各議員の一般質問の開始時間は未定です。
※17日（木）の予算常任委員会は、一般質問が終了しなかった場合、18日（金）の一般質問終了後に開催します。
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